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鵜飼邸土蔵 

かすがい市議会だより　 

　一般会計補正予算や下水道条例の一部を 
　改正する条例など１９件を可決 
　人事案件1件に同意、請願2件を審査 

    

　
平
成
13
年
第
３
回
定
例
会
は
、
６ 

月
19
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で
14
日
間 

の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
定
例
会
に
は
、
補
正
予
算
４
件
、 

条
例
12
件
、
一
般
議
案
３
件
、
請
願 

２
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。 

　
一
般
質
問
は
６
月
28
日
、
11
名
の 

議
員
が
当
局
の
考
え
方
を
た
だ
し
ま 

し
た
。 

　
最
終
日
７
月
２
日
に
は
、
当
日
上 

程
さ
れ
た
人
事
案
件
を
含
め
た
す
べ 

て
の
議
案
を
可
決
及
び
同
意
し
ま
し 

た
。 

　
請
願
２
件
に
つ
い
て
は
、
不
採
択 

と
決
定
し
、
終
了
し
ま
し
た
。 

  

　
総
額
11
億
５
５
０
７
万
７
０
０
０ 

円
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。 

内
訳
は
、
一
般
会
計
補
正
額
２
２
２ 

８
万
６
０
０
０
円
、
国
民
健
康
保
険 

事
業
特
別
会
計
補
正
額
８
億
８
８
０ 

０
万
円
、
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別 

会
計
補
正
額
５
８
７
９
万
１
０
０
０ 

円
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補 

正
額
１
億
８
６
０
０
万
円
で
す
。 

　
一
般
会
計
補
正
額
の
内
訳
は
、
賑 

わ
い
の
あ
る
歩
い
て
楽
し
い
鳥
居
松 

づ
く
り
基
本
構
想
の
一
環
と
し
て
実 

施
す
る
地
域
振
興
活
性
化
事
業
に
１ 

０
０
０
万
円
の
補
助
、
都
市
景
観
推 

進
事
業
と
し
て
、
都
市
景
観
形
成
建 

築
物
等
の
指
定
を
受
け
て
い
る
土
蔵 

２
棟
の
改
修
費
と
し
て
２
０
０
万
円
、 

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
と
し 

て
、
条
例
の
改
正
に
伴
う
１
０
２
８ 

万
６
０
０
０
円
の
補
正
で
す
。 

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別 

会
計
、
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会 

計
及
び
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計 

は
、
平
成
12
年
度
の
歳
入
不
足
を
補 

う
た
め
の
前
年
度
繰
上
充
用
金
の
補 

正
で
す
。 

   

▽
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

▽
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条 

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

▽
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一 

部
を
改
正
す
る
条
例 

▽
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の
一
部 

を
改
正
す
る
条
例 

▽
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
お
よ
び 

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正 

す
る
条
例 

　
以
上
５
件
は
、
平
成
13
年
４
月
１ 

日
か
ら
職
員
再
任
用
条
例
が
施
行
さ 

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
勤
務
時
間
・
休 

暇
・
育
児
休
業
・
給
与
な
ど
必
要
事 

項
を
定
め
る
も
の
で
す
。 

▽
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条 

例 　
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
の
た 

め
、
市
民
税
の
所
得
控
除
、
固
定
資 

産
税
の
減
額
に
つ
い
て
規
定
を
整
備 

す
る
も
の
で
す
。 

▽
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

　
非
常
勤
消
防
団
員
等
の
損
害
補
償 

額
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。 

▽
消
防
団
員
に
か
か
る
退
職
報
償
金 

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改 

正
す
る
条
例 

　
消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
の
支
給 

額
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。 

       

▽
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
補
助 

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る 

条
例 

　
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
補
助 

金
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。 

▽
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す 

る
条
例 

　
保
険
料
に
関
す
る
申
告
や
過
料
の 

対
象
者
に
つ
い
て
規
定
を
整
備
す
る 

も
の
で
す
。 

▽
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る 

条
例 

　
平
成
３
年
度
以
降
、
浄
化
セ
ン
タ 

ー
の
維
持
管
理
費
が
使
用
料
収
入
を 

上
回
り
、
受
益
者
負
担
の
見
地
か
ら 

改
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
基
本
使
用
料
は
、
現
行
、
月
600
円 

が
本
年
10
月
１
日
以
降
の
検
針
分
か 

ら
715
円
、
平
成
15
年
３
月
１
日
以
降 

の
検
針
分
か
ら
は
、
月
850
円
と
な
り
、 

超
過
使
用
料
も
２
段
階
で
引
き
上
げ 

る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

▽
公
共
用
物
管
理
条
例
の
一
部
を
改 

正
す
る
条
例 

　
商
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
許
可 

に
基
づ
く
地
位
の
承
継
に
つ
い
て
規 

定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。 

鵜飼邸土蔵 
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はしご車 

第　3　回　定　例　会 

◎補正予算………4件 
 平成13年度一般会計補正予算…………………………………………………原案可決（全会一致） 

　平成13年度国民健康保険事業特別会計補正予算……………………………原案可決（全会一致） 

　平成13年度老人保健医療事業特別会計補正予算……………………………原案可決（全会一致） 

　平成13年度公共下水道事業特別会計補正予算………………………………原案可決（全会一致） 

◎条　　例………12件 
 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について…原案可決（全会一致） 

　職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について…………原案可決（全会一致） 

　職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について…………………原案可決（全会一致） 

　職員退職手当支給条例の一部を改正する条例について……………………原案可決（全会一致） 

　市税条例の一部を改正する条例について……………………………………原案可決（全会一致） 

　消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について……………原案可決（全会一致） 

　消防団員にかかる退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条 

　例について………………………………………………………………………原案可決（全会一致） 

　私立幼稚園就園奨励費の補助に関する条例の一部を改正する条例につ 

　いて………………………………………………………………………………原案可決（全会一致） 

　介護保険条例の一部を改正する条例について………………………………原案可決（全会一致） 

　下水道条例の一部を改正する条例について…………………………………原案可決（賛成多数） 

　公共用物管理条例の一部を改正する条例について…………………………原案可決（全会一致） 

　企業職員の給与の種類および基準を定める条例の一部を改正する条例 

　について…………………………………………………………………………原案可決（全会一致） 

◎一般議案………3件 
 字の区域の設定及び変更について……………………………………………原案可決（全会一致） 

　丸田小学校体育館新築工事（建築）の請負契約について…………………原案可決（全会一致） 

　はしご車の購入契約について…………………………………………………原案可決（全会一致） 

◎人事案件………1件 
 固定資産評価員の選任の同意について………………………………………同　　意（全会一致） 

◇上程議案と審議結果◇  

   

人
事
案
件
１
件
を
同
意 

　
固
定
資
産
評
価
員
に
位
田
邦
博
氏 

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。 

▽
は
し
ご
車
購
入
契
約 

車
両
の
老
朽
化
に
伴
い
９
０
０
㍑
水 

槽
付
最
新
車
両
に
更
新
す
る
も
の
で 

す
。 

一
、
契
約
金
額
　
７
２
８
７
万
円 

一
、
契
約
の
相
手
方 

　
　
（株）
モ
リ
タ
名
古
屋
支
店 

   

▽
字
の
区
域
の
設
定
及
び
変
更 

　
愛
知
用
水
土
地
改
良
区
（
春
日
井 

地
区
）
の
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に 

伴
い
、
字
の
区
域
を
設
定
及
び
変
更 

す
る
も
の
で
す
。 

▽
丸
田
小
学
校
体
育
館
新
築
工
事（
建 

築
）の
請
負
契
約 

　
平
成
14
年
４
月
の
開
校
に
合
わ
せ 

建
設
す
る
も
の
で
す
。 

一
、
契
約
金
額
　
２
億
１
０
０
０
万
円 

一
、
契
約
の
相
手
方 

　
　
佐
藤
工
業
（株）
名
古
屋
支
店 

一
、
工
事
内
容 

　
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
平
屋
建 はしご車 

人

事

案

件

 

一

般

議

案
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一般 
質問 

学
校
環
境
対
策
に
つ
い
て 

子
ど
も
の
家
の
運
営
に 

つ
い
て 

市
民
病
院
の
院
内
感
染 

予
防
対
策
に
つ
い
て 

子どもの家 

かすがい市議会だより　 

　今回の定例会では、11名の議員が市の考え方や方針など、市政全般にわたり２３項目の一般質問を 
　行いました。一般質問は、市当局に対し施策・事業などの現状や将来計画の考え方など、市民に 
　密着した問題をただすため行うものです。各議員の質問と当局の答弁を、要旨で掲載します。 

（一般質問については、質問者から提出された原稿で掲載しております。） 

市政全般にわたる問題について質問します 
   

　
　
　
　
　
質
問
者
　
伊
藤
　
隆
司 

　
　
　
　
荒
れ
る
学
校
、学
級
崩
壊
、 

多
く
の
教
師
は
義
務
教
育
の
壁
の
限 

界
の
中
で
指
導
の
た
め
日
々
努
力
を 

し
て
い
ま
す
が
、
教
育
論
や
人
間
関 

係
論
だ
け
の
指
導
に
は
限
界
が
出
て 

い
る
。
改
善
で
き
る
要
素
が
あ
る
と 

し
た
な
ら
ば
努
力
を
惜
し
ん
で
は
い 

け
な
い
。 

　
精
神
的
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場 

所
に
森
林
、
滝
の
付
近
、
小
川
の
せ 

せ
ら
ぎ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ 

ら
の
場
所
は
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
発 

生
さ
せ
る
所
で
す
。
教
育
環
境
改
善 

の
た
め
、
教
室
に
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン 

を
発
生
す
る
装
置
を
設
置
し
て
は
ど 

う
か
。 

             

　
　
　
　
担
任
教
諭
に
よ
る
指
導
や 

Ｒ
Ｓ
Ａ
（
メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色
ブ 

ド
ウ
球
菌
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
増 

加
し
て
い
る
理
由
に
、
強
い
抗
菌
剤 

を
使
っ
た
こ
と
で
多
剤
耐
性
の
細
菌 

が
増
殖
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

　
手
術
を
受
け
て
免
疫
力
の
弱
っ
た 

易
感
染
者
が
感
染
を
引
き
起
こ
す
ケ 

ー
ス
が
あ
る
。 

　
市
民
病
院
の
院
内
感
染
予
防
対
策 

を
問
う
。 

             

　
　
　
　
市
民
病
院
で
は
、
院
内
感 

染
の
予
防
対
策
の
重
要
性
を
認
識
し
、 

昭
和
60
年
に
院
内
感
染
予
防
対
策
委 

員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
平
成
12 

年
に
改
正
し
た
院
内
感
染
予
防
対
策 

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
・
徹
底
を
図
る 

た
め
、
全
職
員
を
対
象
に
年
４
回
の 

研
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　 

 

今
後
、
予
防
対
策
委
員
会
が
中
心 

と
な
り
、
感
染
に
関
す
る
情
報
の
随 

時
入
手
・
分
析
、
状
況
に
あ
っ
た
対 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
心
の
教 

室
相
談
員
に
よ
る
き
め
細
か
な
ケ
ア 

を
推
進
し
、
健
全
教
育
に
努
め
て
い 

ま
す
が
、
学
習
の
た
め
の
良
好
な
環 

境
づ
く
り
は
、
と
て
も
大
切
な
条
件 

で
あ
り
、
今
後
と
も
、
い
ろ
い
ろ
な 

角
度
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
か
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　 

　
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
発
生
器
設
置
の 

ご
提
言
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
意
見 

と
し
て
調
査
し
て
み
た
い
と
考
え
て 

い
ま
す
。 

   

　
　
　
　
　
質
問
者
　
田
中
　
康
則 

　
　
　
　
子
は
国
の
宝
・
市
の
か
け 

が
え
の
な
い
財
産
・
宝
物
で
あ
り
ま 

す
。
不
況
・
不
景
気
の
中
、
ま
た
社 

会
不
安
に
よ
り
女
性
が
晩
婚
、
未
婚 

に
終
わ
る
傾
向
が
進
み
、
従
っ
て
少 

子
化
に
拍
車
の
か
か
る
世
情
に
あ
っ 

て
、
子
ど
も
の
家
の
整
備
は
女
性
が 

安
心
を
し
て
子
を
産
み
、
育
て
る
事 

の
出
来
る
有
効
な
対
策
で
あ
り
ま
す
。 

　
特
に
長
期
休
日
と
な
る
夏
休
み
な 

ど
の
早
朝
受
け
入
れ
は
、
子
を
持
つ 

親
の
切
な
る
願
い
で
す
。
本
年
の
夏 

休
み
か
ら
の
実
施
を
是
非
と
も
と
願 

い
、
市
の
考
え
を
問
う
。 

 

　
　
　
　
子
ど
も
の
家
は
、
現
在
11 

カ
所
設
置
し
て
お
り
、
そ
の
開
所
時 

間
に
つ
い
て
は
、
平
日
と
第
１
、
第 

３
土
曜
日
が
午
前
11
時
か
ら
午
後
６ 

時
30
分
ま
で
、
第
２
、
第
４
土
曜
日 

は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
30
分 

ま
で
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
年
度
か
ら
夏
休
み
の
期
間
に
つ 

い
て
は
、
新
た
に
午
前
８
時
か
ら
開 

所
す
る
よ
う
事
務
を
進
め
て
お
り
ま 

す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
家
庭
や
地 

域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
る
な
か 

で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
よ
り 

良
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り 

ま
す
。 

                

　
　
　
　
　
質
問
者
　
後
藤
　
正
夫 

　
　
　
　
病
院
に
入
院
、
ま
た
は
外 

来
で
受
診
し
た
あ
と
に
、
現
疾
患
と 

は
別
の
感
染
症
に
罹
患
す
る
院
内
感 

染
の
広
が
り
が
危
惧
さ
れ
る
。 

　
院
内
感
染
の
主
た
る
要
因
は
、
Ｍ 

一般 
質問 

子どもの家 

子
ど
も
の
家
の
運
営
に 

つ
い
て 

市
民
病
院
の
院
内
感
染 

予
防
対
策
に
つ
い
て 

【
質
問
】 

【
答
弁
】 

学
校
環
境
対
策
に
つ
い
て 

【
答
弁
】 

【
質
問
】 

【
答
弁
】 

【
質
問
】 
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徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援 

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て 

公
共
施
設
の
長
寿
命
化 

対
策
の
検
討
に
つ
い
て 

審
議
会
等
の
情
報
公
開
度 

を
問
う 

小学校外壁改修工事 

情報コーナー 

　
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
を
全 

庁
的
に
基
本
方
針
を
策
定
し
、
実
践 

的
な
取
り
組
み
が
検
討
で
き
な
い
か
。 

 

　
　
　
　
公
共
施
設
の
計
画
的
な
維 

持
管
理
に
努
め
、
施
設
を
よ
り
よ
い 

状
態
で
長
く
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
、 

大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
昨 

今
の
地
方
財
政
を
め
ぐ
る
厳
し
い
環 

境
、
ま
た
、
環
境
問
題
に
対
す
る
意 

識
の
高
ま
り
な
ど
を
合
わ
せ
考
え
ま 

す
と
、
そ
の
重
要
性
は
一
層
増
し
て 

い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　 

 

全
市
的
な
基
本
方
針
の
策
定
に
つ 

い
て
、
現
段
階
で
具
体
的
な
考
え
を 

持
っ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、 

改
め
て
ご
指
摘
の
趣
旨
を
貴
重
な
ご 

提
言
と
し
て
承
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま 

す
。 

            

　
　
　
　
　
質
問
者
　
中
藤
　
幸
子 

　
　
　
　
市
民
の
知
る
権
利
を
保
障 

し
、
行
政
の
説
明
責
任
を
果
た
す
た 

め
に
審
議
会
な
ど
の
情
報
は
、
原
則 

と
し
て
公
開
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

　
①
議
事
録
の
作
成
は
ど
の
よ
う
に 

行
わ
れ
て
い
る
か
。
②
委
員
名
簿
の 

公
開
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。
③
委
員 

の
選
任
に
つ
い
て
は
女
性
を
登
用
す 

る
、
兼
任
や
長
期
在
任
を
避
け
る
な 

ど
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
ま 

た
、
公
募
委
員
の
登
用
は
進
ん
で
い 

る
か
。
④
会
議
の
公
開
（
開
催
の
事 

前
公
表
、
傍
聴
及
び
資
料
の
提
供
、 

議
事
録
の
写
し
の
閲
覧
）
に
つ
い
て 

の
考
え
方
は
ど
う
か
。 

 

　
　
　
　
①
「
議
事
録
等
の
作
成
に 

関
す
る
指
針
」
に
の
っ
と
り
、
適
正 

な
議
事
録
の
作
成
に
努
め
て
い
ま
す
。 

②
「
審
議
会
情
報
の
公
開
に
関
す
る 

基
準
」
を
定
め
委
員
の
氏
名
、
役
職 

策
な
ど
を
講
じ
て
い
く
と
と
も
に
、 

薬
剤
の
適
正
な
使
用
の
検
討
、
学
会 

な
ど
で
認
め
ら
れ
た
新
し
い
対
策
の 

導
入
な
ど
を
進
め
、
市
民
の
皆
さ
ん 

に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
予
防 

対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
　 

   
　
　
　
　
　
質
問
者
　
石
原
　
名
子 

　
　
　
　
痴
呆
性
高
齢
者
の
方
の
徘 

徊
対
策
の
一
環
と
し
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全 

地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
）や
Ｐ
Ｈ
Ｓ（
簡 

易
型
携
帯
電
話
）
な
ど
を
利
用
し
、 

高
齢
者
の
現
在
位
置
を
確
認
、
保
護 

す
る
サ
ー
ビ
ス
が
急
速
に
広
が
っ
て 

い
る
。 

　
お
年
寄
り
を
抱
え
る
家
族
に
少
し 

で
も
安
心
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と
高
齢 

者
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
徘
徊
高 

齢
者
を
探
索
す
る
位
置
情
報
シ
ス
テ 

ム
の
導
入
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、 

そ
の
利
用
料
金
の
助
成
の
実
施
に
つ 

い
て
考
え
を
問
う
。 

 

　
　
　
　
痴
呆
性
高
齢
者
が
徘
徊
し 

た
場
合
に
、
事
故
な
ど
か
ら
守
る
た 

め
、
一
刻
も
早
く
安
全
に
保
護
す
る 

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り 

ま
す
。
　 

 

今
後
、
位
置
検
索
シ
ス
テ
ム
の
ニ 

ー
ズ
の
把
握
や
民
間
事
業
者
の
行
っ 

て
い
る
既
存
シ
ス
テ
ム
の
評
価
、
徘 

徊
高
齢
者
を
保
護
す
る
た
め
の
関
係 

              

機
関
と
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
つ 

い
て
調
査
研
究
し
た
う
え
で
、
シ
ス 

テ
ム
の
導
入
や
利
用
料
金
の
助
成
制 

度
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

   
　
　
　
　
　
質
問
者
　
成
田
　
初
敏 

　
　
　
　
市
制
発
足
以
来
、
歴
史
を 

見
る
時
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
・
都 

市
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
に
伴
う
人
口
急 

増
期
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ
た 

就
学
児
童
の
急
増
期
に
市
民
福
祉
向 

上
の
た
め
、
幾
多
の
公
共
施
設
を
集 

中
的
に
建
設
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。 

　
今
日
、
教
育
・
下
水
施
設
な
ど
、 

老
朽
化
に
伴
い
急
激
な
改
築
を
迫
ら 

れ
る
時
期
に
あ
り
、
財
政
環
境
の
厳 

し
い
中
、
維
持
管
理
・
改
築
に
追
わ 

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
徘
徊
高
齢
者
の 

探
査
サ
ー
ビ
ス
　
（
他
市
の
例
） 

小学校外壁改修工事 

情報コーナー 

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援 

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て 

公
共
施
設
の
長
寿
命
化 

対
策
の
検
討
に
つ
い
て 

審
議
会
等
の
情
報
公
開
度 

を
問
う 

【
質
問
】 

【
答
弁
】 

【
答
弁
】 

【
答
弁
】 

【
質
問
】 

【
質
問
】 
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青
年
対
策
に
つ
い
て 

危
険
通
学
路
の
改
善
に 

つ
い
て 

教
育
行
政
に
つ
い
て 

通 学 路 

市内中学校 

かすがい市議会だより　 

　
　
　
　
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健 

や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー 

ツ
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
も
の
で 

あ
り
ま
す
。
今
後
も
青
少
年
を
は
じ 

め
、
市
民
の
皆
様
が
生
涯
を
通
じ
て 

身
近
な
場
所
で
気
軽
に
取
り
組
め
る 

よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
努 

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の
設
置
に
つ 

い
て
は
、
使
用
目
的
が
限
定
さ
れ
、 

多
目
的
な
利
用
が
で
き
な
い
こ
と
、 

か
な
り
の
騒
音
が
発
生
す
る
た
め
、 

周
辺
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
な
ど 

の
課
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
貴 

重
な
提
言
と
し
て
今
後
の
参
考
と
さ 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

         

　
　
　
　
　
質
問
者
　
内
藤
　
富
江 

　
　
　
　
宮
町
交
差
点
北
の
五
差
路 

は
、
通
学
路
と
し
て
非
常
に
危
険
な 

交
差
点
で
あ
る
。 

　
2
年
前
、
改
善
に
向
け
、
議
会
で 

質
問
し
た
時
は
県
道
各
務
原
線
を
通 

る
事
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
最 

善
と
考
え
、
県
に
働
き
か
け
て
い
る 

が
、
市
と
し
て
も
こ
こ
の
交
差
点
は 

危
険
で
あ
る
と
認
識
を
持
っ
て
い
る 

の
で
、
次
善
の
方
策
を
検
討
し
て
い 

く
と
答
弁
し
て
み
え
ま
す
。 

　
そ
の
後
改
善
に
向
け
行
政
と
し
て 

ど
の
よ
う
に
努
力
し
、
今
後
ど
う
対 

策
を
た
て
て
い
か
れ
る
の
か
に
つ
い 

て
問
う
。 

 

　
　
　
　
こ
の
交
差
点
の
問
題
に
つ 

い
て
は
、
市
と
し
て
以
前
よ
り
認
識 

し
て
お
り
、
警
察
と
も
信
号
機
の
設 

置
や
一
方
通
行
規
制
の
実
施
な
ど
を 

協
議
し
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
検
討 

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し 

た
中
、
愛
知
県
に
お
い
て
近
く
県
道 

の
拡
幅
計
画
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ 

の
拡
幅
後
の
歩
道
を
通
学
路
と
し
て 

変
更
し
て
い
く
こ
と
が
最
善
の
方
法 

で
あ
る
と
の
答
弁
を
し
た
経
緯
が
あ 

り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
こ
の 

考
え
に
変
わ
り
は
な
く
、
引
き
続
き 

県
に
対
し
ま
し
て
、
早
期
の
整
備
を 

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

な
ど
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
③
可
能 

な
か
ぎ
り
女
性
の
登
用
に
努
め
て
い 

ま
す
。
一
部
の
委
員
に
つ
い
て
、
重 

複
、
長
期
の
方
も
お
見
え
に
な
り
ま 

す
が
、
そ
の
方
の
識
見
、
経
験
な
ど 

か
ら
判
断
し
、
そ
の
必
要
性
か
ら
委 

員
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
公
募 

制
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
本
計
画
市 

民
委
員
会
な
ど
で
採
用
し
て
い
ま
す
。 

④
会
議
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
不
開 

示
情
報
の
取
り
扱
い
な
ど
の
多
く
の 

問
題
が
あ
り
、
も
う
少
し
時
間
を
か 

け
て
、
公
開
に
向
け
検
討
し
て
ま
い 

り
ま
す
。 

   

　
　
　
　
　
質
問
者
　
伊
藤
　
裕
規 

　
　
　
　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
は
、
青 

年
の
人
気
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
「
楽
し 

い
け
れ
ど
や
る
所
が
な
い
。
道
で
や 

れ
ば
通
行
人
に
迷
惑
で
危
険
だ
。
市 

で
ス
ケ
ボ
ー
場
を
造
っ
て
ほ
し
い
。」 

と
は
青
年
の
声
で
す
。 

　
高
知
市
は
、
屋
内
施
設
を
造
り
ま 

し
た
。
津
島
市
は
遊
歩
道
で
場
所
の 

提
供
を
し
、
市
と
利
用
者
が
よ
く
話 

し
合
い
を
も
ち
、
近
所
か
ら
の
音
の 

苦
情
も
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
い
ま 

す
。 

　
青
年
の
活
動
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ 

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の
設
置
や
、
安 

全
に
楽
し
く
で
き
る
場
所
を
提
供
す 

る
事
を
提
案
し
ま
す
。 

   

　
　
　
　
　
質
問
者
　
内
田
　
　
謙 

              

　
　
　
　
我
が
国
は
、
第
二
次
世
界 

大
戦
・
太
平
洋
戦
争
に
敗
れ
、
ポ
ツ 

ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、
戦
後
の
歩
み 

を
始
め
た
。
侵
略
戦
争
の
反
省
の
あ 

か
し
と
し
て
、
憲
法
第
九
条
を
定
め 

た
。
ま
た
、
教
育
基
本
法
に
お
い
て
、 

教
育
は
平
和
的
な
国
家
及
び
社
会
の 

形
成
者
と
し
て
の
国
民
の
育
成
を
期 

し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、 

と
宣
言
し
た
。 

　
中
学
校
歴
史
教
科
書
の
あ
る
べ
き 

姿
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
憲
法
・
教
育 

基
本
法
の
精
神
が
し
っ
か
り
位
置
づ 

け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と 

思
う
が
、
市
当
局
の
御
所
見
を
伺
い 

た
い
。 

通 学 路 

市内中学校 

危
険
通
学
路
の
改
善
に 

つ
い
て 

【
質
問
】 

【
質
問
】 

青
年
対
策
に
つ
い
て 

教
育
行
政
に
つ
い
て 

【
答
弁
】 

【
質
問
】 

【
答
弁
】 
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都
市
計
画
の
問
題
に 

つ
い
て 

老
人
健
康
対
策
問
題
　 

福 祉 の 里  

春日井市史・近世村絵図集 

骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
に
有
効
で
あ
る
。 

　
先
進
の
市
町
村
で
は
病
院
の
サ
ロ 

ン
化
の
解
消
、
老
人
医
療
費
が
鈍
化 

し
て
い
る
。 

 

　
　
　
　
福
祉
の
里
は
、
高
齢
者
の 

健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
と
し 

て
平
成
７
年
５
月
に
開
設
以
来
、
多 

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
し
て 

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

浴
室
に
人
工
温
泉
装
置
を
導
入
す 

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
貴
重
な
ご
提 

言
で
あ
り
、
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向 

上
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す 

が
、
既
存
施
設
の
中
で
の
設
置
に
つ 

い
て
は
、
様
々
な
問
題
も
あ
り
、
今 

後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き 

ま
す
。 

掲載以外の質問項目 
●落書き防止条例の制定について 

●保育園等の安全性の管理について 

●市民病院の整備について 

●消防行政について 

●Ｃ型肝炎予防対策について 

●水道料金の徴収について 

●市営住宅の入居条件について 

●福祉の充実について 

●防災について 

●都市計画行政について 

●防犯問題 

●ごみ不法投棄問題 

　
　
　
　
我
が
国
に
お
い
て
は
、
教 

科
書
検
定
制
度
が
と
ら
れ
て
お
り
、 

こ
の
審
査
に
合
格
し
た
も
の
が
は
じ 

め
て
教
科
書
と
し
て
使
用
で
き
る
こ 

と
に
な
り
ま
す
。 

 

公
立
小
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科 

書
は
、
思
想
や
信
条
に
よ
っ
て
左
右 

さ
れ
た
り
、
恣
意
的
判
断
で
採
択
さ 

れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、学
校
現
場
に
お
い
て
は
、「
教 

科
書
を
教
え
る
」
の
で
は
な
く
「
教 

科
書
で
教
え
る
」
の
基
本
姿
勢
で
教 

科
書
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

   

　
　
　
　
　
質
問
者
　
宮
地
　
　
　 

　
　
　
　
都
市
計
画
税
を
納
め
て
い 

る
が
何
の
利
益
も
受
け
て
い
な
い
、 

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
旧
鷹
来 

村
の
中
心
部
は
市
史
で
も
、
区
画
整 

理
も
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
比
較
的
旧 

態
が
保
た
れ
て
い
る
、
と
書
か
れ
て 

い
ま
す
。
都
市
計
画
税
は
目
的
税
で 

都
市
計
画
事
業
に
よ
る
受
益
負
担
の 

考
え
の
税
で
す
。 

　
こ
の
地
域
は
、
早
く
か
ら
市
街
化 

区
域
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま 

で
も
こ
れ
か
ら
も
見
る
べ
き
事
業
が 

見
当
た
り
ま
せ
ん
。そ
う
で
あ
れ
ば
、 

都
市
計
画
税
を
免
除
す
る
か
、も
っ
と 

力
を
入
れ
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

 

　
　
　
　
都
市
計
画
税
は
、
納
税
し 

し
て
温
泉
の
活
用
を
提
唱
し
て
い
る
。 

　
そ
の
場
と
し
て
本
市
で
は
福
祉
の 

里
が
適
地
で
あ
る
。
浴
室
に
北
海
道 

の
二
股
温
泉
の
湯
の
華
原
石
に
お
湯 

を
通
し
て
、
人
工
温
泉
を
現
出
で
き 

る
装
置
の
導
入
を
提
案
す
る
。
主
な 

成
分
は
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
で
あ
り
、 

て
い
た
だ
く
方
々
が
等
し
く
都
市
基 

盤
整
備
の
利
益
を
受
け
ら
れ
る
よ
う 

計
画
し
た
線
引
き
の
も
と
、
ご
負
担 

を
願
っ
て
お
り
ま
す
が
、
秩
序
あ
る 

都
市
基
盤
の
整
備
に
は
長
い
期
間
を 

要
す
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た 

い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
地
域
は
、
市
街
化
区
域
で
あ 

り
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か 

ら
都
市
計
画
事
業
と
い
う
も
の
を
考 

慮
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん 

の
意
向
を
踏
ま
え
、
何
が
で
き
る
の 

か
を
考
え
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り 

ま
す
。 

               

　
　
　
　
　
質
問
者
　
蟹
江
　
光
正 

　
　
　
　
市
内
に
は
天
然
温
泉
ら
し 

い
も
の
が
存
在
し
な
い
。
国
保
中
央 

会
で
は
、
お
年
寄
り
が
気
軽
に
出
か 

け
て
様
々
な
人
達
と
交
流
す
る
場
と 春日井市史・近世村絵図集 

福 祉 の 里  

【
質
問
】 

老
人
健
康
対
策
問
題
　 

都
市
計
画
の
問
題
に 

つ
い
て 

【
答
弁
】 

【
答
弁
】 

【
答
弁
】 

【
質
問
】 
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　残暑お見舞い申し上げます。 　残暑お見舞い申し上げます。 

議場傍聴席 

かすがい市議会だより　 
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編
集
後
記 

　
名
誉
市
民
の
鈴
木
義
男
さ
ん（
前 

春
日
井
市
長
）
が
６
月
28
日
、
享 

年
87
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し 

た
生
前
の
ご
功
績
を
讃
え
る
と
と 

も
に
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り 

い
た
し
ま
す
。 

　
本
号
か
ら「
市
議
会
だ
よ
り
」は 

速
報
性
を
高
め
る
た
め
編
集
期
間 

の
短
縮
化
に
努
め
、
発
行
日
の
繰 

り
上
げ
を
図
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
一
般
質
問
の
記
事
に
つ 

い
て
も
発
言
責
任
を
明
確
に
す
る 

た
め
、
質
問
議
員
の
氏
名
を
掲
載 

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。 

　
ま
だ
ま
だ
、
厳
し
い
残
暑
が
続 

く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
市
民
の
皆 

様
の
ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
い 

た
し
ま
す
。 

　
　
　   

　
　
　
編
集
委
員
一
同 

   

第
３
回
定
例
会
に
２
件
が
提
出
さ
れ 

委
員
会
に
付
託
し
審
査
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
本
会
議
で
委
員
長
の
審
査 

結
果
報
告
の
後
、
採
決
し
、
結
果
は 

次
の
と
お
り
で
す
。 

 
▼
「
消
費
税
の
税
率
を
３
％
に
引
き 

下
げ
る
こ
と
を
国
に
要
請
す
る
意
見 

書
」
採
択
の
請
願
書
（
提
出
者
＝
消 

費
税
廃
止
春
日
井
連
絡
会
） 

　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
不
採
択 

 

▼
「
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
を
国
と 

し
て
お
こ
な
う
こ
と
を
求
め
る
意
見 

書
」
提
出
の
請
願
書
（
提
出
者
＝
新 

日
本
婦
人
の
会
愛
知
県
本
部
春
日
井 

支
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
不
採
択 

    

　
市
議
会
は
年
４
回
、
３
月
・
６
月 

・
９
月
・
12
月
に
定
例
会
を
開
会
し 

て
い
ま
す
。 

　
議
会
で
は
市
民
生
活
に
密
着
し
た 

重
要
な
問
題
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
身 

近
な
市
政
の
動
き
を
知
る
た
め
に
も 

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
本
会
議
開
催
日
に
は
会
議
の
様
子 

を
本
庁
舎
１
階
市
民
ホ
ー
ル
及
び
２ 

階
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い 

る
テ
レ
ビ
で
も
放
映
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
12
年
度
に
傍
聴
さ
れ
た
方
は 

本
会
議
60
名
、委
員
会
23
名
で
し
た
。 

 

本
会
議
を
傍
聴
さ
れ
る
方 

　
本
庁
舎
５
階
の
議
場
傍
聴
席
入
口 

で
、
住
所
・
氏
名
な
ど
を
記
入
す
る 

だ
け
で
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま 

す
。 

　
定
員
は
88
名
で
、
う
ち
車
い
す
席 

は
６
名
で
す
。 

 

委
員
会
を
傍
聴
さ
れ
る
方 

　
当
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
８
時 

45
分
ま
で
に
、
市
役
所
３
階
、
議
会 

事
務
局
で
受
付
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。 

　
定
員
は
５
名
で
す
。
（
定
員
を
超 

え
た
場
合
は
抽
せ
ん
に
な
り
ま
す
。） 

                        

　
さ
き
の
５
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た 

第
77
回
全
国
市
議
会
議
長
会
総
会
に 

お
い
て
、
７
名
の
議
員
が
表
彰
を
受 

け
ま
し
た
。 

〔
議
員
在
職
10
年
以
上
〕 

　
堀
尾
　
秀
夫
　
　
冨
士
道
国
昌 

　
津
田
　
育
男
　
　
伊
藤
　
裕
規 

　
梶
田
　
晃
男
　
　
柴
山
　
継
雄 

　
堀
尾
　
龍
二
　
　
（
議
席
順
） 

   

　
次
の
定
例
会
は
９
月
中
旬
か
ら
開 

催
予
定
で
す
。 

　
詳
し
い
日
程
は
、
９
月
１
日
号
の 

広
報
春
日
井
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
　
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
　
議
会
事
務
局
☎
◯
―
６
４
９
２ 

公職選挙法により、議員があいさつ状を 

出すことは禁止されております。　　　 

 

　　　　　　　　　　　　春日井市議会 

議場傍聴席 

定
例
会
案
内

 

議
　
員
　
表
　
彰 

あ
な
た
も
議
会
を 

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か 

請

願

審

議
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